
取扱説明書



パーツ・内容物



自転車を積載する際は、

タイヤフックを自転車の前輪フォークに

できるだけ近づけて設置してください。

タイヤフックを遠くに設置すると、

自転車がラック内で固定されなくなるリスクが高まり、

落下や損傷の原因となる可能性があります。



左側の組立

フロントタイヤクレードルを所定位置にスライドさせる。

図のAの位置にロケーターボルトを取り付ける
。



タイヤフックアームの組立

ハンドル上のボタンを押し、タイヤフックをタイヤフックアーム下側から押し上げる。

アームをアームナックルに挿入します。

M6 x 60 フラットヘッドボルト（2本）と、M6ナット（2個）を取り付けます。



エンドキャップ取り外し

左側と右側のエンドキャップから

M4 x 12 フラットヘッドボルト（2本）を外します。

エンドキャップを取り外し、脇に置きます。



左側の取り付け

組み立てた左側の部品をラック本体に、
M8 x 350 ボルト2本と、スペーサーで固定。

ボルトを交互に締め付け、確実かつ均等に固定する。



右側パーツ取り付け

右側パーツをラック本体に、M8 x 255 ボルト2本とスペーサーで固定。

ボルトを交互に締め付け、確実かつ均等に固定してください。



トレーエンドキャップの再取り付け

元のM4 x 12 フラットヘッドボルト2本を使用してエンドキャップを再取り付けしま
す。

ロック式サイドエンドキャップは右側に、逆向きに取り付けま
す。
非ロック式サイドエンドキャップは左側に取り付けます。



• 説明書に従い、正しい組み立て、取り付けを行ってください。

• 定期的に全てのボルトとネジの締まり具合を確認してください。

• 使用前にラックと車両ヒッチメンバーが正常に機能することを確認してください。

• 本製品にはKuat製ヒッチエクステンダー（Hi-Lo Proなどの延長アダプター）のみを使用してください。

• フロントタイヤ用ラチェットアームはフロントフォークに可能な限り近づけて設置してください。

• 本製品にはフロントタイヤ用自転車フェンダーを併用しないでください。

• 本ラックの自転車積載台数または重量制限を超えないでください。車側にも大きな負荷が掛かり危険です。

• Transfer V2ラックに取り付けた際は、ラックの耐荷重が自転車1台あたり40ポンド（約18kg）に低下します、

    ラックの破損や自転車の落下事故防止のため、重量制限を超えないようご注意下さい。

• オフロードでの使用は禁止します。（荒れた道、浸食された道、岩や轍が散在する裏道など）

     -平坦な砂利道はオフロードとはみなされません。

• 本製品にタープ、レインカバー、ウィンドカバーを併用しないでください。

• 自動洗車機を通さないでください。

• 安全運転を心がけてください。
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